
　

富
田
管
理
者

と
組
合
理
事
は
、

8
月
19
日
参
議

院
議
長
公
邸
に

て
、中
野
国
土
交

通
大
臣
あ
て
に
水

道
事
業
に
係
る

要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

要
望
の
内
容

に
つ
い
て
は
、平

成
28
年
の
事
業

統
合
以
来
交
付

を
受
け
て
い
る
補
助
金
の
交
付
期
間
の
延
長

と
、交
付
率
の
向
上
に
つ
い
て
お
願
い
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、当
日
は
地
元
選
出
の
関
口
昌
一
代
議

士
、小
泉
龍
司
代
議
士
の
同
席
を
い
た
だ
き
、

要
望
書
提
出
の
後
、国
土
交
通
省
の
担
当
職

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
内
容

①
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
水
道
事
業
が
採

択
し
て
い
ま
す
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

に
お
け
る
広
域
化
事
業
及
び
運
営
基
盤
強
化

等
事
業
に
つ
い
て
、全
体
計
画
の
期
間
延
長
を

要
望
い
た
し
ま
す
。

②
水
道
基
盤
強
化
の
た
め
、水
道
の
広
域
化

は
国
と
し
て
推
進
す
べ
き
事
業
と
認
識
し
て
い

ま
す
。広
域
化
を
実
施
し
た
事
業
者
に
対
し

て
、よ
り
一
層
の
配
慮
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
新
た
な
試
み
と
し

て
、可
搬
式
の
浄
水
設
備
を
煤
川
浄

水
場（
小
鹿
野
町
両
神
小
森
）に
導

入
し
ま
し
た
。

　

煤
川
浄
水
場
の
給
水
人
口
は
約

20
人
ほ
ど
と
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る

地
域
に
あ
っ
て
、浄
水
設
備
も
老
朽

化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、更
新
方
法

を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。更
新
に

つ
い
て
懸
念
さ
れ
た
こ
と
が
２
点
あ

り
ま
す
。

　
１
点
目
は
既
存
の
設
備
を
動
か
し

な
が
ら
、新
た
な
設
備
を
設
置
す
る

ス
ぺ
―
ス
が
な
い
こ
と
で
し
た
。既
存

の
設
備
の
1/4
以
下
の
設
置
ス
ペ
ー
ス

に
収
ま
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

　

２
点
目
は
投
資
規
模
と
将
来
の

需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。将
来
人

口
が
減
少
し
、施
設
を
有
効
活
用
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
、別
の

目
的
、も
し
く
は
別
用
途
で
使
用
可

能
な
設
備
と
す
る
こ
と
で
資
産
の
有

用
性
を
保
ち
、投
資
効
果
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、小
型
で
移
設
可
能
な
可
搬
式
浄

水
設
備
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
可
搬
式
浄
水
設
備
は
、必
要
に
応

じ
て
他
地
域
の
浄
水
場
に
お
け
る
利

用
や
、災
害
時
な
ど
に
仮
設
設
備
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
秩
父
地
域
の
人
口

減
少
、特
に
山
間
地
に
お
け
る
人
口

の
流
出
は
深
刻
な
状
況
で
す
。今
後
、

当
水
道
局
で
は
山
間
地
域
へ
の
取
組

に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
課
題
と

向
き
合
い
、将
来
に
向
け
た
運
用
方

法
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■水道冬支度
■契約状況 ～公共工事等の
入札結果～

■広告募集・広告

■未来の水道のために
　～災害対策～
■「秩父地域水道ビジョン
（案）および水道料金改定」
に関するパブリックコメン
ト結果報告
■住民説明会を開催

■令和６年度 水道事業会計
決算の概要をお知らせし
ます。

■経営状況について
　～指標から分析～
■給水管の老朽化にご注意
ください

■国土交通大臣あてに要望書を
　提出しました
■可搬式浄水設備の導入

Index目次
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可
搬
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「
秩
父
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）お
よ
び
水

道
料
金
改
定
」に
つ
い
て
、７
月
１７
日
〜
８
月
１８

日
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、２
名
の
方
か
ら
計
５
件
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
ご
要
望
に

対
す
る
水
道
局
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
お
り
ま

す
。ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
令
和
８
年
４
月
１
日
の
水
道
料
金
改
定
に

向
け
て
住
民
説
明
会
を
、各
市
町
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
料
金
改
定
の
背
景
や
影
響
、今
後
の
整
備
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

「
秩
父
地
域
水
道
ビ
ジ
ョン（
案
）

お
よ
び
水
道
料
金
改
定
」に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
報
告

「
秩
父
地
域
水
道
ビ
ジ
ョン（
案
）

お
よ
び
水
道
料
金
改
定
」に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
報
告

未来の水道のために ～災害対策～未来の水道のために ～災害対策～未来の水道のために ～災害対策～未来の水道のために ～災害対策～
令和8年4月に予定する水道料金の改定を行うことにより、今後水道局が取り組む災害対策について説明します。令和8年4月に予定する水道料金の改定を行うことにより、今後水道局が取り組む災害対策について説明します。令和8年4月に予定する水道料金の改定を行うことにより、今後水道局が取り組む災害対策について説明します。令和8年4月に予定する水道料金の改定を行うことにより、今後水道局が取り組む災害対策について説明します。

令和6年能登半島地震（応援給水） 令和元年台風19号（被災状況）

水道局の整備計画（策定中のビジョンより）
主な事業 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

重要給水施設管路の耐震化

秩父市（吉田地区除く）

小鹿野町・秩父市吉田地区

横瀬町

皆野町・長瀞町

水管橋

小鹿野町・秩父市吉田地区

皆野町・長瀞町

その他

別所・橋立連絡管

給水車 災害へのリスク管理を
強化していきます！

未然に、断水になりにくくするために

災害発生時に応急給水を円滑に実施するために

重要給水施設管路の耐震化

災害時に防災拠点や避難所となる学校、病院などの重要な給水拠点に
至るルートの管路を耐震化します。断水の被害を最小限にとどめるため、
抜けにくい耐震管を整備していきます。

秩父地域内で広範囲
の配水区域を担う、
別所浄水場と橋立浄
水場の系統をつなぎ、
バックアップ体制を構
築します。

和銅大橋

横瀬町

小鹿野町

皆野町・長瀞町

大野原水管橋

秩父公園橋

佐久良橋
連絡管 橋立浄水場別所浄水場

秩父地区

高篠地区

住
民
説
明
会
を
開
催

住
民
説
明
会
を
開
催

問
経
営
企
画
課

別所・橋立系統の連絡管

給水車や仮設水槽など資機材の整備を
進めます。施設の受水槽や仮設水槽へ
給水車から補水することで、給水車が
その場に止まる必要がなくなり、多く
の水をたくさんの地域に届けられます。

給水基地

加圧式給水車

加圧式給水車 施設の受水槽

加圧式給水車の配備

仮設水槽の配備

仮設水槽

病院などの重要施設

応急給水拠点

重要施設への給水（加圧式給水車）

運搬給水（仮設水槽への給水：加圧式給水車）

近年の甚大な災害、それに伴う断水が相次いで発生していることから、水道インフラにお
ける災害対策の重要性は年々増しています。当組合も令和元年に台風19号による土砂災
害により断水を余儀なくされました。

画像提供:日本ダクタイル鉄管協会

組み合わせ❶
給水車と受水槽

組み合わせ❷
給水車と仮設水槽

給水車に補水。各施設や拠点へ運搬

給水基地を往復

運搬

次の給水拠点へ移動
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問
工
務
課

令和６年度 水道事業会計決算の概要をお知らせします。

収入の内訳
8,552,438,717円

2,924,787,285  ＋ 3,857,265,393 ＋ 1,770,386,039
収益的収入（税抜）  資本的収入（税込）　  不足額補てん

8,552,438,717円
支出の内訳

2,952,469,576 ＋ 5,627,651,432 － 27,682,291
収益的支出（税抜）  資本的支出（税込）　   純損失

※水道事業会計は通常、収益的収支（営業活動による収支）と、資本的収支（施設の建設
のための収支）という二つの財布に分けて決算書を作成しますが、このグラフは便宜
的に両者を一つの財布として扱い、できるだけ簡略化したものです。

※収益的収支は税抜、資本的収支は税込で計算します。この差を調整する仕組みとして
消費税資本的収支調整額（289,835,479円）が「施設を新しくするための貯金」に加
算されます。

水を売って得た収入
1,969,285,890円

水を売る以外の
収入
68,834,012円

構成市町からの補助金等
2,051,151,629円
構成市町からの補助金等
2,051,151,629円

国や県からの補助金等
1,474,004,000円

施設をつくるために
借りたお金
800,000,000円

施設を新しくするための
貯金の引き出し
2,189,163,186円

水をつくる費用
553,860,719円
水を届ける費用
301,102,039円

料金の請求に
かかる費用
288,843,553円

施設を新しくする
ための貯金
1,698,478,100円

施設をつくるときに借りたお金の返済
567,948,300円

施設を新しくする
ための費用
5,142,206,006円

経
営
状
況
に
つ
い
て

経
営
状
況
に
つ
い
て

給
水
管
の
老
朽
化
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

給
水
管
の
老
朽
化
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

有
収
率

　
施
設
の
稼
働
が
収
益
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
判
断
す
る

指
標
で
す
。有
収
率
が
100
%
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
施
設
の

稼
働
状
況
が
収
益
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。数
値

が
低
い
場
合
は
、水
道
施
設
や
給
水
装
置
を
通
じ
て
給
水
さ

れ
る
水
量
が
収
益
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
た
め
、漏
水
や
メ
ー

タ
ー
不
感
等
と
い
っ
た
原
因
を
特
定
し
、そ
の
対
策
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
表
1
で
は
毎
年
右
肩
上
が
り
で
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
6
年
度
に
大
き
く
下
が
っ
て
い
ま
す
。主
な
要
因
と
し

て
、給
水
管
に
お
け
る
漏
水
、管
路
の
更
新
が
老
朽
化
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
経
営
や
施
設
の
状
況
を
表
す
も
の
と
し
て
、「
経
営
指
標
」と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
指
標
を
活
用
す
る
こ
と
で
、経

営
の
現
状
及
び
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
こ
の
経
営
指
標
の
中
か
ら
、「
有
収
率
」「
管
路
経
年

化
率
」「
管
路
更
新
率
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

管
路
経
年
化
率

　
法
定
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
た
管
路
延
長
の
割
合
を
表
す

指
標
で
す
。管
路
の
老
朽
化
度
合
を
示
し
て
い
ま
す
。数
値
が

高
い
場
合
、古
い
管
路
を
多
く
保
有
し
て
お
り
、漏
水
が
起
き

　
全
体
の
管
路
延
長
に
対
し
、1
年
で
更
新
し
た
管
路
延
長
の
割
合

を
表
す
指
標
で
す
。数
値
が
1
％
の
場
合
、す
べ
て
の
管
路
を
更
新
す

る
の
に
100
年
か
か
る
更
新
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
表
3
で
は
令
和
2
年
度
ま
で
は
1.1
%
前
後
を
維
持
し
て
い
ま
し
た

が
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
は
管
路
以
外
の
更
新
事
業
、施

設
の
築
造
事
業
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
で
数
値
が
低
下
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
は
広
域
化
事
業
が
終
盤
と
な
り
、管
路
の
更
新
工
事
が

増
加
し
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
析
結
果

　
こ
の
3
つ
の
指
標
か
ら
、管
路
の
更
新
ペ
ー
ス
は
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、老
朽
化
度
合
の
改
善
ま
で
は
至
ら
ず
、35
％
以
上
が
経
年
化
し
て

い
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
は
広
域

化
統
合
前
に
更
新
を
進
め
て
い
な
か
っ
た
負
債
の
積
み
重
ね
も一因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。令
和
6
年
度
の
有
収
率
の
低
下
は
、経
年
化
率
が
高

い
こ
と
に
よ
り
、断
続
的
に
漏
水
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

管
路
の
老
朽
化
が
進
む
と
漏
水
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
高
く
な
る

た
め
、財
源
の
損
失
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
、今
後
も
必
要

な
更
新
を
先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
投
資
計
画
を
常
に
見
直

し
、有
利
な
財
源
確
保
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〜
指
標
か
ら
分
析
〜

〜
指
標
か
ら
分
析
〜

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、資
金
不
足
比
率
の
公
表　
　

　
資
金
不
足
比
率
と
は
、公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額
が
、事
業
の

規
模
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
か
を
示
す
指
標
で
、こ
の
値
が

経
営
健
全
化
基
準（
20
．0
％
）を
超
え
た
場
合
に
は
、

「
経
営
健
全
化
計
画
」の
策
定
と
外
部
監
査
の
導
入
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。水
道
事
業
会
計
の
令
和
６
年

度
決
算
で
は
、資
金
不
足
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　水道事業会計の決算は通常、「収益的収支」と「資本的収支」に分けて決算します。
　「水を売る」、「水をつくって届ける」などの営業活動に関わる収入と支出（収益
的収支）は、収入が約29億２千５百万円、支出が約29億５千２百万円となりました。
　また、「お金を借りる」「浄水場や水道管をつくる」、「借金を返済する」などの

水道施設の建設に関わる収入と支出（資本的収支）は、収入が約38億５千７
百万円、支出が約56億２千８百万円となりました。
　「収益的収支」と「資本的収支」を合算すると、約17億７千百万円収入が不
足したため、施設を新しくするために今まで貯金してきたお金を使いました。

決算とは？

　
給
水
管
と
は
、水
道
本
管
か
ら
各
ご
家
庭
へ
水
を

届
け
る
管
の
こ
と
で
、地
中
に
埋
設
さ
れ
普
段
は
見

え
ま
せ
ん
。給
水
管
の
う
ち
、水
道
本
管
か
ら
各
宅

地
へ
引
き
込
ま
れ
る
部
分
は
個
人
の
所
有
物
で
あ

り
、修
繕
や
交
換
は
所
有
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、給
水
管
の
老
朽
化
に
よ
り
漏
水
が
多
発

し
て
お
り
、特
に
布
設
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
た

管
は
破
損
や
漏
水
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

漏
水
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

道
路
や
近
隣
の
住
宅
に
も
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
道
路
側
の
漏
水
は
水
道

局
が
応
急
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、件
数
の
増

加
に
よ
り
修
繕
費
用
が
膨
ら
み
、財
政
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。

　
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、早
め
に
給
水
管

の
布
設
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。市
町
の
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
で
給
水
管
交
換
が
対
象
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
住
ま
い
の
自
治
体
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（表1）有収率
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（表2）管路経年化率
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（表3）管路更新率

R2 R3 R4 R5 R6

1.6%

1.2%

1.4%

0.8%

1%

0.6%

0.4%

0.2%

0%

や
す
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
表
2
で
は
高
い
数
値
で
は
あ
り
ま
す
が
、近
年
、更
新
工
事
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
経
年
化
率
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
路
更
新
率　

3



契約日
【完成予定】

事業名
【事業場所】

契約金額
【予定価格】
（税込／円）

落札率 契約業者 担当課

市道尾田蒔132号線外配水管布設替工事
に伴う舗装本復旧工事
【秩父市寺尾地内】

17,150,100
【19,182,900】

有限会社宝生建設
本店 工務課7月4日

【R7.11】 89.40%

市道中央309号線外配水管布設替工事（2工区）
に伴う舗装本復旧工事
【秩父市中町・宮側町・番場町地内】

20,190,500
【22,576,400】

株式会社ダイショウ
本店 工務課7月4日

【R7.12】 89.43%

横瀬町町道114号線外基幹配水管布設替工事
（2工区）に伴う舗装本復旧工事
【横瀬町大字横瀬地内】

7,184,100
【8,072,900】

有限会社なかの建設
本店 横瀬事務所7月28日

【R7.10】 88.99%

峰沢送水ポンプ場ポンプ更新工事
【秩父市下宮地町地内】

20,９００,000
【21,401,600】

有限会社浅見設備工業
本店 浄水課7月18日

【R8.2】 97.66%

別所取水場NO.3取水ポンプ更新工事
【秩父市別所地内】

４３,450,000
【50,937,700】

矢澤フェロマイト株式会社
本店 浄水課7月18日

【R8.2】 85.30%

県道秩父荒川線送水管布設工事（秩父管内）（再3）
【秩父市別所・寺尾地内】

４26,551,400
【463,705,000】 有限会社ナカケン　本店 工務課7月18日

【R8.2】 91.99%

寒
く
な
っ
た
ら
水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

 

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、凍
結
に
よ
る
水

道
管
の
破
裂
や
漏
水

の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。

　
水
道
管
の
凍
結
や

破
裂
な
ど
被
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
き
に
は
、気
象
庁

か
ら「
低
温
注
意
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、降
雪
や
寒
波
の
到
来
が
予
想
さ

れ
る
と
き
は
、水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

各
市
町
の
広
報
紙
等
で
凍
結
防
止
の
注

意
喚
起
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。最
新
の

天
気
予
報
に
注
意
を
払
い
、ご
自
宅
の

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、凍
結
破
損
に
よ
り
メ
ー
タ
ー

か
ら
住
宅
側
で
漏
水
が
発
生
し
ま
す

と
、貴
重
な
水
が
無
駄
に
失
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、そ
の
分
の
水
道
料
金
は
使

用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。凍
結
破
損

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
、こ
ん
な
場
所
は
注
意

●
気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る

　
場
合

●
冬
場
に
旅
行
や
帰
省
な
ど
で
数
日
間

　
留
守
に
す
る
場
合

●
屋
外
、北
側
で
日
が
当
た
ら
な
い
場

　
所
や
風
当
た
り
の
強
い
場
所

●
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

も
し
も
凍
っ
て
し
ま
う
と
…

●
解
氷
作
業
に
は
時
間
が
か
か
り
、

解
氷
す
る
ま
で
水
道
の
水
が
使
え

な
い

●
凍
結
す
る
お
宅
が
急
増
す
る
と
工

事
業
者
は
対
応
に
追
わ
れ
、す
ぐ
に

修
繕
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

●
凍
結
に
よ
り
水
道
管
が
破
損
し
た

場
合
、修
繕
費
用
が
か
か
る

●
漏
水
に
よ
っ
て
高
額
な
水
道
料
金
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

水
道
管
の
冬
支
度
を
し
よ
う
！

●
メ
ー
タ
ー
の
防
寒

　

メ
ー
タ
ー
の
防
寒
に
は
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
詰
め
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
効
果
的
で

す
。た
だ
し
、メ
ー
タ
ー
が
見
え
る
よ
う

に
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
の
水
道
管
の
保
温

　
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水

道
管
は
、市
販
の

保
温
材
等
を
巻

い
て
、露
出
し
て

い
る
部
分
を
保

温
し
ま
す
。

●
保
温
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ン
セ
ン
ト
確
認

　

電
気
式
保
温
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
も
凍

結
予
防
に
効
果
的
で
す
が
、プ
ラ
グ
が

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ま
れ
て
い
な
い

た
め
、水
道
管
や
給
湯
器
が
凍
結
破
損

し
て
漏
水
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。寒
く
な
る
前
に
、今一度
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

も
し
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

　
ま
ず
、蛇
口
を
い
っ
ぱ
い
ま
で
開
け
ま
す
。

　

そ
の
後
、蛇
口

に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
て

暖
め
て
く
だ
さ
い
。

　
一気
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、蛇
口
や
水

道
管
を
痛
め
る
だ
け
で
な
く
、や
け
ど

や
思
わ
ぬ
ケ
ガ
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

検
針
時
期
に
積
雪
し
た
場
合
、メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
除
雪
を
し
て

く
だ
さ
い
！

　

周
辺
が
雪
で
覆
わ
れ
て
い
る
と

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
見
つ
か
ら

ず
、検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。そ
の
場
合
、や
む
を
得
ず
過

去
の
実
績
か
ら
推
定
で
検
針
を
行

い
ま
す
が
、万
が
一
漏
水
し
て
い
た

場
合
は
、発
見
が
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
、高
額
な
水
道
料
金
が
請
求
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。正
確
か
つ

迅
速
な
検
針
の
た
め
に
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

メーター

水

止水栓

保温材

メーター保温材または発泡スチロールを
親指大にちぎって袋などに入れる

問 

経
営
企
画
課

水
道
　
　
支
度

水
道
　
　
支
度

広告内容に関する質問等につきましては、広告スポンサーに直接お問い合わせください

広告内容に関する質問等につきましては、広告スポンサーに直接お問い合わせください
広 告

広 告
広
告
募
集

水
道
局
で
は
、来
年
度
の「
水
道
検
針
票
」に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

配
布
エ
リ
ア

秩
父
地
域
全
域

  

掲
載
期
間

１
年
間(

４
月
検
針
〜
３
月
検
針)

  

発
行
頻
度・発
行
枚
数

検
針
票
は
、２
か
月
に
１
回
、１
年
間
で
６

回
、お
客
様
の
手
元
に
届
き
ま
す
。発
行

枚
数
は
年
間
約
２
４
０
，０
０
０
枚
で
す
。

  

広
告
掲
載
料

１
号
広
告(

１
枠)

１
０
０
，０
０
０
円（
税
込
）

（
縦
45ｍｍ 

横
60ｍｍ
）

  

申
込
締
切
日

令
和
７
年
12
月
24
日（
水
）ま
で

  

配
布
エ
リ
ア・発
行
部
数

秩
父
地
域
全
域

１
号
あ
た
り　
３
９
，０
０
０
部
発
行

  

広
告
掲
載
料

１
号
広
告(

１
枠)

１
５
，０
０
０
円（
税
込
）

（
縦
65ｍｍ　
横
84ｍｍ
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、経
営
企
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
告
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

水
道
だ
よ
り

広
告
掲
載
も
募
集
し
て
い
ま
す

水
道
検
針
票

♪♪

に

（税込５００万円以上）入札契約方法 一般競争入札

契約日
【完成予定】

事業名
【事業場所】

契約金額
【予定価格】
（税込／円）

落札率 契約業者 担当課

下大峰送水ポンプ場ポンプ更新工事
【秩父市寺尾地内】

１４,１９０,000
【14,318,700】

有限会社浅見設備工業
本店 浄水課7月28日

【R8.2】 99.10%

横瀬町町道114号線外基幹配水管布設替工事（3工区）
【横瀬町大字横瀬地内】

50,073,100
【55,231,000】

有限会社中野設備
本店 工務課8月18日

【R8.2】 90.66%

新三沢配水池送配水管布設工事（5工区）
【秩父市山田・栃谷地内】

79,902,900
【87,934,000】

駒井建設興業株式会社
本店 工務課8月18日

【R8.2】 90.87%

別所浄水場原水流量計更新工事（再1）
【秩父市別所地内】

7,２６０,000
【7,454,700】

株式会社UNIATEQ
本店 浄水課9月12日

【R8.2】 97.39%

小鹿野町町道197号線外配水管布設替工事
【小鹿野町小鹿野地内】

34,375,000
【38,104,000】

有限会社宝生建設
本店 西秩父事務所9月12日

【R8.2】 90.21%

別所浄水場凝集剤貯留槽増設工事
【秩父市別所地内】

9,680,000
【10,946,100】

矢澤フェロマイト株式会社
本店 浄水課7月28日

【R8.1】 88.43%

入札契約方法 一般競争入札

公共工事等の入札結果

契約状況
令和７年7月１日から令和7年9月３0日現在までの契約状況は次のとおりとなります。
また、入札結果につきましては、埼玉県共同入札システム（入札情報公開システム）
にて公開しています。

契約日
【完成予定】

事業名
【事業場所】

契約金額
【予定価格】
（税込／円）

契約率 契約業者 担当課

橋りょう架換工事（広町橋架換工）に伴う
配水管布設替工事
【皆野町大字三沢地内】

5,445,000
【5,467,00】

株式会社斎藤組
本店

皆野・長瀞
事務所

9月22日
【R8.3】 99.60%

14区地内川東汚水支線349工事に伴う
配水管布設替工事
【横瀬町大字横瀬地内】

6,215,000
【6,292,000】

有限会社平沼建設
本店 横瀬事務所9月22日

【R8.2】 98.78%

交通安全施設整備工事（三沢工区その２）に
伴う配水管布設替工事
【皆野町大字三沢地内】

10,120,000
【10,252,000】

須田建設株式会社
本店

皆野・長瀞
事務所

9月22日
【R7.12】 98.71%

入札契約方法 随意契約

お問い合わせ先
契約関係 事務局 財務課☎23-2489
工事の内容 工務課 浄水課 横瀬事務所☎25-5221

皆野・長瀞事務所☎62-0554　西秩父事務所☎75-0043
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